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お 知
ら
せ

　
三
豊
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の

対
象
者
（
４
月
１
日
現
在
で
三
豊

市
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い

る
８０
歳
以
上
の
人
）
で
、
ま
だ
利

用
券
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
各
支
所
住
民
課
で
受
付
を
し

て
い
ま
す
。

　
利
用
券
の
交
付
を
受
け
た
い
方

は
、
印
鑑
を
持
参
し
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
利
用
券
の
交
付
を
受
け

た
方
は
、
利
用
券
に
記
載
し
て
い

る
指
定
業
者
を
よ
く
確
認
し
て
、

適
正
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
総
務
課
　

　
☎
６２
・
１
１
２
５

　
児
童
福
祉
課
で
は
、
子
ど
も
や

家
庭
、
女
性
の
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
を
お
受
け
す
る
た
め
に
、

専
用
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
家
庭
相
談

・
子
育
て
の
心
配
や
不
安

・
こ
と
ば
や
発
達
の
遅
れ

・
不
登
校
、
非
行
、
虐
待
な
ど
　

女
性
相
談

・
夫
の
暴
力
、
離
婚
な
ど

◆
相
談
専
用
電
話

　
☎
６２
・
１
１
８
０

◆
受
付
時
間

　
月
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
と
も

納
期
限
は
５
月
３１
日
（
水
）
で
す
。

自
動
車
税

　
５
月
上
旬
に
県
か
ら
納
税
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
金
融

機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
５
月
末
に
は

納
税
窓
口
の
延
長
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
納
税
窓
口
延
長
】

◆
日　

時

・
５
月
２８
日
（
日
）

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

・
５
月
２９
日
（
月
）
〜
３１
日
（
水
）

　
午
後
７
時
３０
分
ま
で

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　
西
讃
県
税
事
務
所

　
☎
２５
・
３
０
８
４

軽
自
動
車
税

　
５
月
上
旬
に
市
か
ら
納
税
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
。
口
座
振
替

の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
る
方
は
５

月
３１
日
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

納
付
書
で
納
め
る
方
は
、
お
近
く

の
金
融
機
関
ま
た
は
支
所
総
務
課

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課

　
☎
６２
・
１
１
１
４

 
山
本
町
図
書
館
で
は
、
資
料
特

別
整
理
の
た
め
、
次
の
期
間
を
休

館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
休
館
日

　
５
月
３０
日
（
火
）
〜
６
月
９
日
（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ

　
山
本
町
図
書
館

　
☎
６３
・
１
０
４
１

　
４
月
１
日
か
ら
、
三
豊
南
部
環

三
豊
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の

　
　

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

山
本
町
図
書
館

　
　
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

三
豊
南
部
環
境
衛
生
組
合
の

　
　
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

児
童
福
祉
課
相
談
電
話

三
豊
市
各
課
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

三
豊
市
各
課
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

市長の行財政改革報告

　４月１日、いよいよ行財政改革素案づくりにスタートしました。

すぐにできることはすぐに着手してまいります。まず、４月１日の

人事異動に際し実行した行財政改革についてご報告します。

収入役を置かないこととしました。ただ、間違いがあってはならない仕事ですので、会計課を出納

室として独立させ、責任者に部長を異動させて配置しました。部長の増員は行っていません。

新しく行政改革推進室を設置し、精鋭３名の専属職員がスピード感を持って三豊市行革の素案づく

りを進めることにしました。

広く市民の皆さんや専門家の声を聞く「三豊市行政改革推進委員会」を設置します。学識経験者以

外に３名の市民公募委員を募集しますので、ご意見や関心のある方は、ぜひご応募いただき、三豊

市の行政改革推進に参加してください。

以上３点、簡単ですがご報告いたします。

三豊市長　横山　忠始

（１）

（２）

（３）

５
月
は
自
動
車
税

　
　
　
　
　
軽
自
動
車
税
の
納
付
月

納
期
限
は
５
月
３１
日
で
す
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境
衛
生
組
合
が
「
三
観
衛
生
組

合
」
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

　
連
絡
先
・
業
務
内
容
に
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
三
観
衛
生
組
合

　
☎
５２
・
２
６
５
７

◆
日　

時

 
５
月
１３
日
（
土
）

　
午
前
１１
時
か
ら
約
５０
分
間

◆
場　

所

　
仁
尾
町
文
化
会
館

　
多
目
的
ホ
ー
ル（
２
５
０
人
収
容
）

◆
対　

象

　
幼
児
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

◆
参
加
料
　

　
無
料

◆
申
し
込
み
　

　
不
要
　

※
当
日
は
、
幼
児
室
で
お
は
な
し

　
会（
午
前
１０
時
〜
１１
時
）も
あ
り
ま
す

　
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　
仁
尾
町
図
書
館

　
☎
５６
・
９
５
６
５

◆
日
時
　
　

　
５
月
１４
日
（
日
）
 

　
午
前
１１
時
〜
午
後
２
時
３０
分

◆
場　

所
　
　

　
仁
尾
町
文
化
会
館
　

　
　
生
涯
学
習
室
 

◆
茶　

券

　
仁
尾
町
文
化
会
館
に
て
、
１
枚

　
３
０
０
円
で
販
売
中
。

　
当
日
券
あ
り
。

◆
問
い
合
わ
せ
　

　
仁
尾
町
文
化
会
館
　
 

　
☎
５６
・
９
５
６
５

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
と
は
フ

リ
ス
ビ
ー
の
こ
と
で
、
直
径
約
１

ｍ
の
輪
に
１０
枚
の
デ
ィ
ス
ク
を
何

枚
通
せ
る
か
を
競
う
競
技
で
す
。

障
害
の
あ
る
方
な
い
方
、
初
め
て

の
方
も
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時
　
　

　
５
月
２８
日
（
日
）
　
　

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
１５
分

◆
場　

所

　
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　
ョ
ン
福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館

◆
対
象
者
　
　

　
ど
な
た
で
も

◆
参
加
費
　
　

　
１
人
３
０
０
円

◆
申
し
込
み
締
め
切
り
　

　
５
月
１５
日
（
月
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
７（
８
６
７
）
７
６
８
６

　
８
月
２６
日
（
土
）
、
高
瀬
町
の
原

下
工
業
団
地
で
「
み
と
よ
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
、
熱

気
球
と
音
楽
の
熱
い
共
演
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
主
催
者
の
（
社
）
み
と
よ
青
年
会

議
所
で
は
、
当
日
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
対　

象

　
高
校
生
以
上

◆
募
集
定
数

　
約
３０
名

◆
募
集
期
間

　
６
月
３０
日
（
金
）
ま
で

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容

　
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
の

　
気
球
乗
降
の
補
助
、
熱
気
球
立

　
ち
上
げ
準
備
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

　（
社
）
み
と
よ
青
年
会
議
所
事
務
局

　
☎
２５
・
６
６
９
８

親
子
ア
ニ
メ
上
映
会

「
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
」

ゆ
う
じ
ょ
う
編
・
ぼ
う
け
ん
編

み
と
よ
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
０
６

気
球
フ
ラ
イ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集

第
５
回
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
な
み
か
ぜ
大
会

さ
つ
き
茶
会

あなたが支える赤十字の活動

5月は赤十字社員　
　　増強運動月間です！

毎年一定の資金（社費といい年間５００円以上）を納めてくださる方

県支部または奉仕団がお伺いしたときにお尋ねください。

日本赤十字社香川県支部　☎０８７（８６１）４６１８

◆赤十字社員とは

◆赤十字社員になるには

◆問い合わせ

　5月1日から１カ月間、全国一斉に赤十字社員増強運動が

「PROTECTING　HUMAN　DIGNITY～守ろう人間の尊さを」の標語

のもとに展開されます。

　世界の各地では、紛争や自然災害があとを絶たず、多くの犠牲者や被害者が発生し、飢えや病に苦しん

でいます。また、国内においても台風災害など、多くの人的・物的被害がもたらされました。

　日本赤十字社は、人道・博愛の精神に基づき、広い分野での救援活動を積極的に行っています。この他

にも、救急法・家庭看護法などの講習の更なる普及、看護師の養成確保、血液事業の推進、奉仕団・青少

年赤十字活動の拡充等さまざまな事業を実施しています。

　これらの赤十字事業の財源は、皆さんが日本赤十字社の社員に加入して納めていただく社費によって賄

われています。この機会にぜひ赤十字社員にご加入ください。

　赤十字奉仕団員等が社員加入のお願いにお伺いしましたら、よろしくお願いいたします。


